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研究成果の概要（和文）：教師の実態把握力は、学校現場では『教師の「みとり」』として古くから重視されて
いる。その一方で、近年、教師の実態把握が必ずしも正確ではない実態も明らかになってきている。本研究で
は、実態把握力の解析方法に関する基礎研究として数理モデルを開発するとともに、その数理モデルをWebツー
ルに実装し、学校現場の教師が利用可能なレベルにまで実用化した。さらに、開発した数理モデルを全国学力調
査の解析や質問紙の解析等に応用するとともに、首都圏の市教育委員会等と連携し、実際に学校現場への展開を
進めた。また、その成果について，国際学会（査読つき）、国内の学会、学術雑誌論文等において幅広く発信し
た。

研究成果の概要（英文）：The authors have developed a new mathematical model and a web-based tool, 
named "Web-based Investigation System for Teachers' Judgements on Students' Performance (Wits)", to 
analyze teachers' judgements on their students' performance. The current project also used this 
mathematical model for analyzing teachers' accuracy of predictions about (i) the results of national
 assessments, and (ii) the results of questionnaires about students' beliefs about learning. In 
addition, the authors collaborated with teachers and used this mathematical model and the web tool 
for improving the quality of educational practices in schools.

研究分野： 教育心理学

キーワード： 実態把握力の解析　数理モデル　学校現場での実践　Webツールの開発　全国学力テストの解析
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研究成果の学術的意義や社会的意義
「授業中はもっと理解できていると思っていたのに、テストをしてみると全然できていない！」ということは多
くの人が経験している。こうしたずれが大きくなれば、教師は児童生徒の実態を正確に把握できていないという
ことになる。また、実際に教師が授業設計する際には、個々の生徒の得点ではなく、クラス全体の学力等の分布
の状況を想像しているだろう。本研究では、そうした実際に教師が授業設計に利用している力を定量的に評価す
ることを可能にした。また、教師も利用可能なツールの開発も行っている。理論的には学会賞も受賞し、認めら
れている。この数理モデルを用いて教師と授業改善の議論も行っており、理論と実践を結びつけた研究である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 

1. 研究開始当初の背景 

「授業中はもっと理解できていると思っていたのに、テストをしてみると全然できて

いない！」という経験を持つ人は少なくないだろう。こうしたずれが非常に大きくなれ

ば、教師は児童生徒の実態を正確に把握できていないということになる。教師は、児童生

徒の実態に応じて授業を構成すると考えられる。実態把握が正確でない場合には、「分かる

はずだ」と思って授業を行っても児童は「理解できない」という事態につながるため、深刻であ

る。こうした教師の実態把握力は、一般に学校現場では『教師の「みとり」』という言葉で言い習わされ

ている。 

Ready & Wright (2011)は、教師が正しく児童生徒の実態を把握する力は、教師がプロと 

して備えるべき重要な力であると述べており、教師力の一部であると考えられる。また、市

川（2014）は、「困難度査定」という言葉で、子どもにとってどのような点が難しいのかを汲み取る

力に言及しており、困難度査定は教師の授業力の重要な一部であると論じている。教師の授業力改

善には、教師の実態把握力を改善し、授業実践に生かしていくことが不可欠であると言え

よう。 

その一方で、近年の研究からは、教師の実態把握力が必ずしも正確ではないことが明ら

かになりつつある。例えば、Chi et al.(2004) は、相手の理解状態が把握しやすい個別学

習相談場面であっても、教師は生徒の理解状態を過大評価しがちであることを指摘してい

る。一斉授業における実態把握は、上述したような個別指導場面に比べ、より難しいと考

えられることから、こうした現象はより一般的に生じていると考えられる。また、近年の

国内外の教育動向としては、21世紀型スキルの育成といった視点が提唱されており、テスト

で測定されるような学力に限らず、学習方略やコミュニケーションスキルといったテストで

は測定されにくいような学力についても育成することが求められるようになってきている。

これを踏まえると、教師はテストの出来不出来に限らず、多面的に児童生徒の実態を把握

する必要がある。 

しかし、教師の実態把握に関する研究については、様々な課題がある。その重要な１

つとして、方法論的基盤の不十分さが挙げられ る 。 関 連 領 域 と し て 、 Teacher’s 

judgment研究と呼ばれる研究領域が存在するが、この領域のメタ分析を行った

Südkamp,  Kaiser,  &  Möller (2012)は、方法論的な限界があり、過大評価や過小評価といっ

た現象を十分に捉えられていないという問題点を指摘している。また、カテゴリカル

な変数についての実態把握力を 解析することや、生徒の実態分布を十分に捉えられて

いるかを解析することも、既存の理論枠組みでは不可能である。このため、多面的な視点

からの実態把握力について十分に検討できていないという問題が残されていた。 

特に、従来の研究では、生徒一人ひとりのテスト得点を予測させ、教師の予測との相関を

とるような形で研究が行われてきた。しかし、実際に教師が授業を計画するうえでは、こ

うしたことを行っているとは直感的に考えにくい。むしろ、ある課題に対して分布を考え、「

この課題はうちの生徒にとっては難しい（左に裾が重い）」や「この課題はうちの生徒

にとってはちょうど良い（分布は正規分布に近い形になりそうだ）」などのように分布

を考え、それに応じた指導をするものと考えられる。しかし、こうした分布に関する予測の正

確さを定量的に解析し、その特徴数理的に表現する方法は検討されてこなかった。そこで、本

研究では、分布の正確さを評価する新たな数理指標を開発し、教師の実態把握力を心理学的検

討の俎上に載せる基盤とする。また、開発した数理モデルのみでは、教育現場でなかなか利

用されることにつながらないだろう。そこで、数理モデルを簡便に利用する Web ツール

を開発することは、理論の利用可能性を広げるためにも重要となる。本研究では、そ

うしたことにも取り組む。さらに、数理モデルで、全国学力テストや質問紙を解析し、本数理モ



デルの有用性を明らかにするとともに、現在の我が国の教育の問題についても明らかにす

る。最後に、本数理モデルやそれを実装したツールを、学校現場の教員に利用してもらい、授

業改善への示唆が得られるのかについても検討する。数理モデルを理論的検討に留めるこ

となく、実践でも活用できるツールとまですることが本研究の特徴である。 

 

２．研究の目的 

こうした問題意識を踏まえて、本研究では以下の4つを検討課題とした。 

検討課題１）教師の実態把握力を解析する数理モデルの改良および精緻化する 

検討課題２）教師の実態把握力を解析する数理モデルを実装した Web システム(Wits)を実用

レベルにまで改良する 

検討課題３）開発された数理モデルを用いて、全国学力調査等、各種調査に適用。教師の実態把

握力について示唆を得る。 

検討課題４）実態把握力を解析する数理モデルを実装した Web ツール(Wits)を実際に学校現

場において活用し、指導法改善の議論に活用する 

以下では、この４つの検討課題に従って研究成果を述べていく。なお、本研究では、ここで紹

介している以外の多くの研究成果も上がっている。それらについては、主な発表論文等の

項目を参照されたい。 

 

３．研究の方法 

方法論としては、理論的検討、Web ツールの開発、調査研究、学校現場での教育実践な

ど、複数の方法を組み合わせて実施した。 

 

４．研究成果 

検討課題１）教師の実態把握力を解析する数理モデルの改良および精緻化する 

本研究ではまず、分布に関する教師の実態握力を定量的に評価するための数理モデル

を開発し、時間をかけて洗練していった。 

具体的には、従来のような教師が個々の生徒の得点を予測するスタイルのデータではな

く、表１のようにいくつかのカテゴリごとに、そこに属する生徒の割合を予測するスタイルの

データを解析対象とした。 

 

 

 

こうしたデータを、以下のような数理モデルで解析することとした。 

 

     （式１） 

 



なお、（式１）におけるQijとは、教師jが課題iにおいてカテゴリk(例、100-91点、90-80点

など)に含まれる子どもの割合を予測した値である。Pikとは、課題iにおいてカテゴリk(例

、100-91点、90-80点など) に含まれる子どもの割合（実測値）である。パラメーターの推

定にあたっては推定値と実測値のKL情報量が最小化するように推定している（推定値が

最尤推定量となることが証明されている）。式１における２つのパラメーターのうち

、αが教師の予測の正確性を示すパラメーターとなっている。具体的には、α=1の時に

完全一致、αが１から離れるほど、一致していないということを示している。このパ

ラメーターを植阪(2020)は「UN (Uesaka-Nakagawa)係数」と名付けている。 

本研究では、このαというパラメーターが教師の認知のどのような側面を測定してい

るのかについても明らかにした。具体的には、分布のピークをより高く予測するなど、分布

の傾向をつかめている場合には、αが１よりも大きくなることを示している。また、分布

のピークをより低く予測する、または逆分布を予測するなど、分布の様相が把握できていない場

合には、αが１よりも小さくなることを示している。また、なぜこうした特徴と対応するのか

についても、理論のみならずグラフィカルにその対応関係が生じる仕組みを明らかにして

いる。こうした新たな係数の提案は学術的にも高く評価され、2015 年にはテスト学会より学会

発表賞を受賞している（植阪・仲谷・山口・上西・中川(2015)に対する受賞)。 

なお、その他にもいくつか理論的な検討を行っている。例えば、２つの分布間の距離

を解析する際によく用いられる KL 情報量との比較なども行っている。上西・植阪

・山口・中川（2015）は、１つの KL 情報量に対して２つのαが対応することを示し

た。すなわち、αは、従来の KL 情報量では区別することができなかった側面をより精緻に

見ることができる指標であることを示している。 

さらに、後述するシステムにも実装しているが、α＝1 等、各種の検定を行う方法を

開発している。その他、モデルによる説明力を表現するために誤差関数を導入する方法を取

り入れた。さらに、このモデルは離散変数だけでなく、連続変数も解析することができる。その

際には、過大評価であるのか過小評価であるのかといったことも重要となる。そうしたこ

とを判定するための指標も開発し、後述する解析ツールに実装した。 

 

検討課題２）教師の実態把握力を解析する数理モデルを実装した Web システム(Wits)を実用

レベルにまで改良する 

検討課題２では、数理モデルを簡便に実行するための無償の Web ツールを開発した。

Webツ ー ル は ,Wits(Web-based investigation system for teacher’s judgement for 

students’ performance)と名付けた。現在は日本語版と英語版が公開されており、研究

代 表 者 の ホ ー ム ペ ー ジ か ら 利 用 す る こ と が で き る

(http://home.att.ne.jp/blue/yuriuesaka/wits.html)。本システムは、特にアプリケーショ

ンなどをダウンロードする必要がなく、利用することができる。また、データ解析に不慣

れな学校現場の教師であっても利用できるように、質問に答えていくと、必要なデータの

形式が示されるようになっている。具体的には「教師の数は何人か」「課題の数は」「カテゴリ

数はいくつか？」などの質問に答えていくと、解析に必要なデータが分かりやすく示され

るようになっている。またエクセルデータから貼り付けることで、一つ一つ値を入力しな

くても良いシステムとなっている。現在、よりユーザーにとって分かりやすくなるように

サンプルとなる入力例が示されるようになっている。マニュアルも完備されており、実際

に本プロジェクトとは異なる研究者が利用し、研究を行った実績もある。 

さらに、後述するように学校現場の教師もこのシステムを利用している。教師からは、使

いやすさや分かりやすさなど、高い評価を得ており、数理モデルを手軽に利用できるかたち



にまで実用化したといえるだろう。なお、Witsには、理論的な検討から明らかとなった

検定をはじめとする諸指標も実装されている。この Web ツールの詳細は仲谷・山口・上

西・植阪・中川（2015）や、Nakaya, Uesaka, Kaminishi, Fukaya, Yamaguchi, & Nakagawa 

(2019)などが報告している。 

 

検討課題３）開発された数理モデルを用いて、全国学力調査等、各種調査に適用。教師の実

態把握力について示唆を得る 

本研究では、開発された数理指標を用いて、様々な解析を行った。例えば、植阪・深谷

・山口・仲谷・上西・中川(2017)では、全国学力調査について、教師や教職志望学生に予

測してもらい、予測の正確性について検討を行っている。この結果、生徒が十分に深

く理解していない実態を、教師は十分に把握できていない実態を明らかにした。 

また、植阪・中川・山口・仲谷・上西・深谷（2018）は、事前に教師に予測を行わせたう

えで、生徒に学習観質問紙に回答させ、その結果を解析している。その結果、例えば、

教師は生徒の丸暗記傾向を十分には捉えられていない等の問題点があることを明らか

にしている。 

さらに、上西・植阪・山口・中川(2017) は、看護専門学校における「情報科学」の期末試

験に、この数理モデルを活用している。具体的には、期末試験を実施する前に、教師

に予測を求め、試験終了後に問題ごとにαの値を解析した。なお、この解析からは、

αがほぼ１であるにもかかわらず、直感的なレベルではデータが一致しているとは感

じられてない結果が得られた。このことが契機となり、誤差関数の導入につながって

いった。 

 

検討課題４）実態把握力を解析する数理モデルを実装した Web ツール(Wits)を実際に学校現

場において活用し、指導法改善の議論に活用する 

さらに、最終年度には、開発された数理モデルやWebツールであるWitsを学校現場において

活用することに成功した（Nakaya, Uesaka, Kaminishi, Fukaya, Yamaguchi, & 

Nakagawa, 2019が報告）。具体的には、まず、教師自身にこちらから使い方を説明した

上で、Witsを使って分析してもらった。この実践ではまず、研究者から説明を行った上で、Wits

を使って自分自身のαを解析してもらった。その後、予測と大きく違ったところはあるか、ど

うすれば生徒のつまずきは指導の中で克服できるのかなどを議論してもらった。 

実践を通じて、学校現場の先生にとって難しそうに見えるWitsであるが、十分な説明を行えば

特に困難なく分析できることが明らかとなった。また、教科書の内容であり、こちらからは明示的

に教えていることであっても、意外に生徒には定着していないことに驚く反応が多く見られた。一

方、実際に指導の中でどのようにこれらの問題を克服していくのかということに関しては、あまり多く

のアイデアが出なかった。ただ、研究者とのディスカッションの中で、「教えたことは必ずしも伝わって

いるとは限らない。教師と同じ説明ができるように促し、理解度を確かめた方が良いのでは」等が共有

された。教師の実態把握力をどう高めていくのか、また、みえてきた児童・生徒のつまずきをどう克服

していくのか等が今後の課題といえよう。 

 

まとめ： 

以上のように、本科研では、学術的な成果を上げるのみならず、現実の社会の問題を

解決する、実践的な研究に結びつけることにも成功した。学会賞等も受賞しており、一

定の成果を上げたと考えている。 
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